
本部支部活動報告

合
同
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
17
大
学
45
人
が
参
加

９
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
受
入
会
員
企
業
は
25
社
に

　

J
A
T
A
は
2
月
13
日
か
ら
23
日
ま
で
の
9

日
間
に
わ
たって
、J
A
T
A
会
員
企
業
の
協
力

に
よ
り
、2
0
1
6
年
度
J
A
T
A
合
同
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。旅
行
業
界
へ

の
就
職
を
第
一志
望
と
す
る
大
学
3
年
生
を
対

象
に
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
旅
行
業
界

の
最
新
事
情
や
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

実
施
す
る
も
の
で
、今
年
で
4
年
目
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

J
A
T
A
合
同
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、就
業

体
験
型
イ
ン
タ
ー
ン
シッ
プ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

業
界
概
要
講
義
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
な
ど

J
A
T
A
に
よ
る
事
前
学
習
を
行った
後
、業
態・

規
模
の
異
な
る
2
社
で
旅
行
会
社
で
の
現
場
の

最
前
線
を
横
断
的
に
就
業
学
習
す
る
と
い
う
9

日
間
完
結
型
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
就
業
学
習
で
は
、旅
行
業
の
実
情
や
課
題
を
体

得
し
て
も
ら
い
、大
学
で
そ
れ
ら
の
課
題
な
ど
につ

い
て
再
び
学
ん
で
、旅
行
業
界
への
就
職
に
備
え
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
6
年
度
の
J
A
T
A
合
同
イ
ン
タ
ー

ン
シップ
に
は
、桜
美
林
大
学
、跡
見
学
園
女
子
大

学
、川
村
学
園
女
子
大
学
、早
稲
田
大
学
、筑
波

学
院
大
学
、帝
京
平
成
大
学
、東
京
国
際
大
学
、

東
洋
大
学
、明
海
大
学
、明
治
大
学
、立
教
大
学
、

亜
細
亜
大
学
、横
浜
商
科
大
学
、玉
川
大
学
、東

海
大
学
、独
協
大
学
、帝
京
大
学
の
17
校
か
ら
45

人
の
学
生
が
参
加
。ま
た
、A
N
A
セ
ー
ルス
、エヌ

オ
ー
イ
ー
、沖

縄
ツ
ー
リ
ス
ト
、

小
田
急
ト
ラ
ベ

ル
、近
畿
日
本

ツ
ー
リ
ス
ト
、

近
畿
日
本
ツ
ー

リ
ス
ト
個
人

旅
行
、K
N
T

│
C
T
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、

テ
ィ
ー
・
ゲ
ー

ト
、J
T
B
関

東
、J
T
B
グ
ロ
ー
バ
ルマ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
ト
ラ
ベ

ル
、J
T
B
ワ
ー
ル
ド
バ
ケ
ー
ション
ズ
、J
T
B
国

内
旅
行
企
画
、ジェイ
ア
ー
ル
東
海
ツ
ア
ー
ズ
、ジ
ャ

ル
パッ
ク
、西
武
ト
ラ
ベル
、東
日
観
光
、東
武
ト
ッ

プ
ツ
ア
ー
ズ
、日
本
旅
行
、農
協
観
光
、阪
急
交
通

社
、ビ
ー
エス
観
光
、び
ゅ
う
ト
ラ
ベル
サ
ー
ビ
ス
、

ミ
キ・ツ
ー
リ
ス
ト
、名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
、ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
ツ
ア
ー
ズ
の
25
社
が
J
A
T
A
合
同
イ
ン

タ
ー
ン
シッ
プ
に
参
加
し
た
学
生
ら
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。

価
値
創
造
産
業
と
し
て
重
要
な
分
野
に

　

2
月
13
日
に
実
施
さ
れ
た
業
界
概
要
講
義

で
は
、観
光
庁
観
光
産
業
課
の
小
俣
緑
係
長
、

J
A
T
A
の
越
智
良
典
理
事・事
務
局
長
と
矢

嶋
敏
朗
広
報
室
長
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
「
将
来
の
観
光
産
業
を
担
う
若
者
の
皆
さ
ん

へ
」と
題
し
て
講
義
を
行
っ
た
小
俣
係
長
は
、「
観

光
立
国
」の
意
義
につい
て
、急
速
な
成
長
を
遂
げ

る
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
の
国
際
観
光
需

要
を
取
り
込
む
こ
と
に
よって
、日
本
の
力
強
い
成

長
を
取
り
戻
す「
成
長
戦
略
の
柱
」で
あ
る
こ
と

を
指
摘
。人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中

で
、国
内
外
か
ら
の
交
流
人
口
の
拡
大
や
旅
行
消

費
に
よって
地
域
の
活
力
を
維
持
し
、社
会
を
発

展
さ
せ
る「
地
域
の
発
展
の

」を
握
る
も
の
で

あ
る
と
同
時
に
、各
国
と
の
双
方
向
交
流
を
通
し

て
国
際
相
互
理
解
を
深
め
、日
本
への
信
頼
と
共

感
を
強
化
す
る
こ
と
で
、ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
向
上
を

通
じ
た
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
地
位
を
確

立
す
る
上
で
、極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

強
調
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、旅
行
業
に
お
け
る
課
題
と
し
て
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
の
増
加
や
海
外
オ
ン
ラ
イ
ン・ト

ラ
ベル・エ
ー
ジェン
ト（
O
T
A
）の
台
頭
、ア
ウ
ト

バ
ウ
ン
ド
中
心
の
事
業
形
態
か
ら
の
脱
却
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
事
業
展
開
への
対
応
の
遅
れ
、収
益
性
の

低
い
旧
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か
ら
の
脱
却
な
ど

を
挙
げ
ま
し
た
。

　

小
俣
係
長
は
、そ
の
上
で
、現
場
を
客
観
的
に

見
る
こ
と
や
自
己
実
現
が
出
来
る
場
所
の
見
極

め
、自
分
の
知
識
や
経
験
を
ど
う
し
た
ら
活
か
せ

る
か
を
考
え
る
こ
と
の
重
要
性
な
ど
を
指
摘
し

て
、「
皆
さ
ん
の
発
想
が
旅
行
業
と
日
本
の
観
光

産
業
を
変
え
る
可
能
性
も
あ
る
」と
学
生
ら
に

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

越
智
事
務
局
長
は「
6
0
0
0
万
人
双
方
向

交
流
を
牽
引
す
る
旅
行
業
」を
テ
ー
マ
に
講
義

し
、訪
日
旅
行
者
数
の
急
速
な
拡
大
な
ど
東
ア

ジ
ア
の
各
国・地
域
を
中
心
と
す
る〝
ア
ジ
ア
の

観
光
ビッ
グ
バ
ン
〞が
旅
行
業
界
に
とって
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
や
日
本
の
旅
行・観
光
産

業
が
世
界
第
3
位
の
40
兆
円
規
模
で
あ
る
こ
と
、

2
0
1
2
年
の
8
3
6
万
人
か
ら
2
0
1
6
年

に
は
2
4
0
4
万
人
ま
で
3
倍
近
く
ま
で
拡
大

し
た
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
が
世
界
的
に
注

目
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
。2
0
2
0
年

に
予
定
さ
れ
て
い
る
東
京
で
の
オ
リ
ン
ピック・パ
ラ

リ
ン
ピッ
ク
開
催
が
日
本
の
観
光
ブ
ラ
ン
ド
強
化

の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
強
調
し
、価
値
創

造
産
業
と
し
て
進
化
す
る
旅
行
業
が
極
め
て
需

要
な
分
野
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

沖縄ツーリストでのインターンシップの様子

観光庁観光産業課の小俣係長 JATAの越智事務局長



韓
国
観
光
公
社
と
ア
シ
ア
ナ
航
空
を
表
敬
訪
問

東
北
支
部
、双
方
向
交
流
の
拡
大
な
ど
で
意
見
交
換

岩
見
沢
市
で
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

北
海
道
支
部
、一般
旅
行
者
も
含
め
31
人
が
参
加
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本部支部活動報告
　

J
A
T
A
東
北
支
部
は
2
月
13
日
、野
崎
佳

政
支
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
ら
7
人
に
よ

る
韓
国
観
光
公
社
と
ア
シ
ア
ナ
航
空
への
表
敬
訪

問
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

韓
国
観
光
公
社
で
は
、ミ
ン・ミ
ン
ホ
ン
国
際
観

光
戦
略
本
部
長
ら
3
人
と
懇
談
し
、東
日
本
大

震
災
以
降
、東
北
か
ら
の
訪
韓
日
本
人
旅
行
者
と

東
北
を
訪
れ
る
韓
国
人
旅
行
者
の
双
方
が
激
減

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、J
A
T
A
東
北
支
部
と
し

て「
現
状
を
打

開
す
る
た
め
、

韓
国
へ
の
送
客

増
に
取
り
組

む
」意
向
を
伝

え
、韓
国
か
ら

の
訪
日
旅
行
者

増
加
に
つ
い
て

も
協
力
を
求
め

ま
し
た
。

　
J
A
T
A
東
北
支
部
で
は
、昨
年
の
仙
台
空
港

完
全
民
営
化
を
契
機
に
、7
月
か
ら
9
月
ま
で
の

3
カ
月
間
に
わ
た
り
、宮
城
県
と
共
同
で
若
者
の

パ
ス
ポ
ー
ト
新
規
取
得
を
促
す
海
外
旅
行
推
進

キ
ャンペ
ー
ン
を
実
施
。今
年
度
も
同
じ
取
り
組
み

を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、対
象
期
間
以
外
で
の

キ
ャンペー
ンへの
支
援
も
要
請
し
て
い
ま
す
。

　
ミ
ン
本
部
長
は
、「
韓
国
か
ら
東
北
への
旅
行
需

要
を
震
災
前
の
状
況
に
戻
す
に
は
時
間
が
必
要
」

と
の
認
識
を
示
し
つつ
も
、姉
妹
都
市
交
流
な
ど

を
通
じ
て「
東
北
の
安
全
」を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
指
摘
し
、パ
ス
ポ
ー
ト
新
規
取
得
支

援
につい
て
も
検
討
す
る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、日
本
路
線
チ
ー
ム
を
表
敬
し
た
ア
シ
ア

ナ
航
空
で
は
、3
月
末
か
ら
仙
台
路
線
が
週
7
便

か
ら
週
5
便
と
な
る
こ
と
に
つい
て
、「
搭
乗
率
が

伸
び
悩
ん
で
い
る
」と
説
明
を
受
け
る一方
、需
要

回
復
に
向
け
て
情
報
収
集
の
強
化
を
図
る
意
向

な
ど
も
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

暮
ら
し
や
高
齢
者
の
住
宅
を
中
心
に
除
雪
作
業

を
行
い
、コ
ミュニテ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
昼
食
を
兼
ね
た

地
元
の
人
た
ち
と
の
地
域
交
流
会
も
開
催
さ
れ
、

地
元
婦
人
会
に
よ
る
豚
汁
な
ど
に
舌
鼓
み
を
打

ち
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
か
ら
は
、「
地
域
住
民
に
貢
献
し
て

い
る
と
実
感
し
た
」「一般
旅
行
者
も
含
め
て
、年

齢・男
女・会
社
の
別
に
関
わ
ら
ず
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
、非
常
に
良
かった
」「
午
前・午
後
の
2
回

に
わ
た
る
作
業
は
き
つ
かった
が
、楽
し
かった
」な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

J
A
T
A
北
海
道
支
部
で
は
、社
会
貢
献

活
動
の一
環
と
な
る
支
部
独
自
事
業
と
し
て
、

2
0
1
4
年
度
の
1
月
と
2
0
1
5
年
1
月
に

も「
雪
は
ね
ツ
ア
ー
」を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

1
月
21
日　
雪
は
ね
ツ
ア
ー（
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
）。

2
月
15
日　
教
育
旅
行
小
委
員
会
。

2
月
17
日　
業
務
改
善
委
員
会
。

2
月
20
日　
国
内
旅
行
委
員
会
。

2
月
21
日　
海
外
旅
行
委
員
会
。

2
月
22
日　
訪
日
旅
行
委
員
会
。

3
月
7
日　
幹
事
会
。

2
月
13
日　

支
部
役
員
の
韓
国
観
光
公
社（
本

社
）・ア
シ
ア
ナ
航
空
訪
問
。

2
月
14
日　
イ
ンバ
ウ
ン
ド
委
員
会
。

2
月
27
日　
苦
情
対
応
セ
ミ
ナ
ー（
茨
城
）。

3
月
6
日　
総
務
委
員
会
。

3
月
7
日　
海
外
旅
行
委
員
会
。

3
月
9
日　
L
A
D
Y 

J
A
T
A
委
員
会
。

3
月
10
日　
国
内
旅
行
委
員
会
。

2
月
8
日　
海
外
旅
行
委
員
会
。

2
月
9
日　
国
内・地
域
振
興
委
員
会
。

2
月
20
日　
幹
事
会
。

2
月
21
日　
研
修
委
員
会
。

2
月
16
日　
消
費
者
相
談
委
員
会
。

3
月
3
日　
総
務
委
員
会
。

3
月
8
日　
幹
事
会
。

2
月
13
日
〜
16
日　
海
外
旅
行
復
活
特
別
プ
ロ
ジェ

ク
ト「
朝
鮮
通
信
使
」企
画
で
韓
国
へ
現
地
視
察
。

2
月
20
日　
第
4
回
総
務
委
員
会
。

2
月
23
日　
学
生
向
け
旅
行
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー

（
60
人
）。

1
月
29
日　
J
A
T
A
九
州
支
部
主
催
で
消
費

者
向
け
ヨ
ー
ロッパ
旅
行
フェア
。消
費
者
3
0
0

人
以
上
が
参
加
。

2
月
2
日　
教
育
研
修
委
員
会
。

2
月
3
日　
総
務
委
員
会
。

2
月
20
日　
実
務
委
員
会
。

2
月
21
日　
国
内
旅
行
委
員
会
。

2
月
22
日　
国
際
旅
行
委
員
会
。

2
月
24
日　
海
外
旅
行
委
員
会
。

3
月
3
日　
消
費
者
相
談
委
員
会
。

2
月
16
日　
海
外
旅
行
委
員
会
。

2
月
22
日　
幹
事
会
。

関
東
支
部

東
北
支
部

九
州
支
部

中
部
支
部

北
海
道
支
部

沖
縄
支
部

関
西
支
部

中
四
国
支
部

アシアナ航空を訪れた野崎支部長（左から 4番
目）ら役員一行

　

J
A
T
A
北
海
道
支
部
は
1
月
21
日
、岩
見

沢
市
の
美
流
渡
地
区
で「
2
0
1
6
年
度
雪
は
ね

ツ
ア
ー（
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）」を
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
回
で
3
年
連
続
と
な
っ
た
支
部
独
自
活
動

は
、J
A
T
A
会
員
8
社
の
20
人
と
事
務
局
の
1

人
に
加
え
て
、一般
旅
行
者
11
人
も
混
乗
す
る
ツ

ア
ー
の
形
で
行
わ
れ
、合
計
31
人
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
よ
る
広
域
交
流

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
推
進

協
議
会
の
協
力
で
運

営
さ
れ
た
イ
ベン
ト
で

は
、7
〜
8
人
が
4

班
に
分
か
れ
て
、一人

「雪はねツアー」に参加した皆さん


